
大
坂
　
の
　
学

　
　
　
　
あ
き
な
い

川
、
島
、
商
、
人
－

呉
谷
充
利
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は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
に
わ

　
大
阪
の
地
名
の
由
来
は
、
「
浪
速
」
（
浪
が
速
い
）
あ
る
い
は
「
魚
・
場
」
（
豊

富
な
魚
）
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
海
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
大
阪
の
な
り
た

ち
を
こ
う
し
た
自
然
条
件
に
見
る
と
き
、
い
わ
ゆ
る
「
神
が
自
然
を
つ
く
り
、
人

間
が
都
市
を
つ
く
っ
た
」
と
い
う
西
洋
の
格
言
は
こ
こ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。
地

球
の
歴
史
は
約
五
十
億
年
を
数
え
る
と
さ
れ
る
。
大
陸
と
海
洋
の
成
立
は
、
今
日

「
プ
レ
ー
ト
ク
ト
ニ
ク
ス
」
理
論
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
論
に
よ

る
と
、
日
本
列
島
が
弧
状
列
島
の
か
た
ち
を
現
わ
す
の
が
六
千
五
百
万
年
前
か
ら

約
百
七
十
万
年
前
で
あ
る
。

　
大
阪
の
歴
史
は
じ
つ
に
こ
の
地
球
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
な
が
っ
て
存
在
す
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
阪
湾
の
原
型
が
こ
う
し
て
出
来
上
が
る
。
大
阪
の
歴
史
を

創
っ
た
大
き
な
条
件
は
ま
ず
こ
の
大
阪
湾
な
の
で
あ
る
。

遷

都

　
日
本
の
首
都
を
概
観
す
れ
ば
、
藤
原
京
（
六
九
四
－
七
一
〇
）
・
平
城
京
（
七

一
〇
一
七
八
四
）
・
長
岡
京
（
七
八
四
－
七
九
四
）
・
平
安
京
（
七
九
四
－
一
八
六

八
）
・
東
京
（
一
八
六
八
）
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
首
都
は
ど
こ
に
存

在
し
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
の
所
を
替
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
首
都
は
い
わ
ば
理

念
的
に
思
考
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
自
然
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
「
人
間
が
都
市
を
創
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
歴
史
を
辿
っ
て
み
る
と
き
、
大
阪
の
都
市
は
こ
の
首
都
的
な
成
り
立
ち
を
も
っ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
「
大
坂
」
の
地
名
が
初
め
て
文
書
に
現
れ
る
の
は
、
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ふ
み

如
が
門
徒
に
宛
て
て
書
い
た
「
御
文
」
（
明
応
六
年
、
一
四
九
七
年
目
の
書
状
に

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。
「
そ
も
そ
も
こ
の
在
所
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
に
し

坂
に
お
い
て
、
い
か
な
る
往
昔
の
宿
縁
あ
り
て
か
す
で
に
去
ん
ぬ
る
明
応
第
五
の

と
し秋

の
こ
ろ
よ
り
、
か
り
そ
め
な
が
ら
、
か
た
の
ご
と
く
一
宇
の
坊
舎
を
建
立
さ
し

め
…
…
（
後
略
）
…
…
。
」
（
大
阪
歴
史
博
物
館
・
展
示
資
料
）
こ
の
大
坂
の
坊
舎

が
あ
っ
た
所
は
現
在
の
大
阪
城
の
地
で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
し
た
が
え
ば
、
「
大
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坂
」
の
は
じ
ま
り
は
政
治
的
な
都
市
と
い
う
よ
り
は
も
っ
と
別
の
い
わ
ゆ
る
寺
内

町
で
あ
る
。
今
日
に
遺
さ
れ
る
こ
の
寺
内
町
の
好
例
と
し
て
今
井
町
（
奈
良
県
橿

原
市
）
が
あ
る
。

　
都
市
を
か
た
ち
づ
く
る
碁
盤
目
の
道
路
網
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
ミ
レ
ト
ス
の
ヒ

ッ
ポ
ダ
モ
ス
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
ヒ
ポ
ダ
モ
ス
の
こ
の
道
路
網
に

つ
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
政
治
学
　
第
七
巻
」
の
な
か
で
＝
方
個
々
人
の

家
の
配
置
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ヒ
ッ
ポ
ダ
モ
ス
が
工
夫
し
た
新
式
の
や
り
方
に
し

た
が
っ
て
、
街
路
に
よ
っ
て
整
然
と
区
画
さ
れ
て
い
る
ほ
う
が
、
よ
り
快
適
で
も

あ
る
し
、
日
常
の
生
活
に
は
よ
り
便
利
で
あ
る
と
思
う
。
」
（
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
』

責
任
編
集
田
中
美
知
太
郎
中
央
公
論
社
　
二
七
一
頁
昭
和
五
四
年
）
と
書
い
て
い

る
。　

日
本
に
お
け
る
こ
の
碁
盤
目
の
都
市
は
、
同
様
に
平
城
京
（
奈
良
）
や
平
安
京

（
京
都
）
に
お
い
て
実
現
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
唐
の
長
安
を
モ
デ
ル
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
碁
盤
目
の
都
市
は
、
形
式
的
に
は
、
ヒ
ッ
ポ
ダ
モ
ス
の
そ
れ
と

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
碁
盤
目
の
道
路
は
ヒ
ッ
ポ
ダ
モ

ス
に
み
る
機
能
的
合
理
性
、
快
適
性
を
超
え
る
象
徴
性
を
つ
よ
く
あ
ら
わ
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
き
ょ
く
き
ゅ
う

り
、
長
安
に
お
い
て
は
太
極
宮
、
平
城
京
に
お
い
て
は
平
城
宮
、
平
安
京
に
お
い

　
　
だ
い
だ
い
り

て
は
大
内
裏
を
目
標
に
し
て
ほ
ぼ
左
右
対
称
の
道
路
網
と
し
て
成
り
立
っ
て
い

る
。

大

坂

　
大
坂
は
、
奈
良
、
京
都
に
み
る
よ
う
な
都
市
の
か
た
ち
を
も
っ
て
い
な
い
。
た

し
か
に
大
阪
城
は
象
徴
的
権
威
の
表
現
と
し
て
建
っ
て
い
る
。
が
、
大
阪
城
は
象

徴
性
に
お
い
て
平
城
京
や
平
安
京
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
都
市
の
中
心
性
を
構
成
し

て
い
な
い
。
な
に
よ
り
も
、
淀
川
、
大
川
、
堂
島
川
、
土
佐
堀
川
、
安
治
川
の
名

を
も
っ
て
流
れ
る
河
川
が
そ
こ
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
河
川
と
い
う
自
然
が
大

坂
を
か
た
ち
づ
く
る
。
大
坂
の
都
市
に
見
ら
れ
る
人
工
は
自
然
、
具
体
的
に
い
え

ば
河
川
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
純
粋
な
幾
何
学
的
構
築
を
も
っ
て
す
る
よ

う
に
自
然
が
そ
こ
で
人
工
的
に
造
り
替
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
坂
の

都
市
と
し
て
の
注
目
す
べ
き
性
質
が
そ
こ
に
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
江
戸
の
町
を
こ
こ
に
挙
げ
て
み
る
と
き
、
そ
の
町
は
江
戸
城
を
中

心
に
す
る
同
心
円
的
な
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
簡
単
な
資
料
を
見
れ
ば
、
武
家
地

は
江
戸
の
七
割
を
占
め
、
残
る
三
割
を
町
人
地
と
寺
社
地
が
分
け
割
っ
て
い
る
。

そ
の
武
家
地
の
四
割
が
大
名
屋
識
、
三
割
が
幕
臣
の
そ
れ
で
あ
る
。
（
安
藤
優
一
郎

『
江
戸
・
東
京
の
歴
史
と
地
理
』
日
本
実
業
出
版
社
　
二
〇
一
〇
）
要
す
る
に
、
江
戸
は

武
士
の
町
で
あ
り
、
消
費
的
な
政
治
都
市
で
あ
る
。

　
大
阪
は
、
石
山
本
願
寺
創
建
（
一
四
九
六
）
に
見
る
寺
内
町
か
ら
は
じ
ま
っ
て

い
る
。
寺
内
町
は
御
坊
を
中
心
に
す
る
商
人
の
集
ま
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も

江
戸
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
都
市
の
意
味
を
も
つ
。
そ
の
石
山
本
願
寺
寺
内
町

の
地
が
大
阪
城
に
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
秀
吉
の
政
治
的
権
力
と
町
人
と

い
う
二
つ
の
要
素
が
大
坂
の
骨
格
を
創
っ
て
ゆ
く
。
「
夏
の
陣
」
の
あ
と
、
豊
臣

政
権
は
滅
亡
し
、
徳
川
の
支
配
下
に
な
る
も
の
の
、
大
坂
は
い
わ
ゆ
る
領
主
の
城

下
町
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
後
日
本
の
経
済
の
中
心
的
商
都
と
し
て
近
世
に
繁

栄
を
極
め
る
。

　
淀
屋
の
中
之
島
開
発
、
道
ト
に
よ
る
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
の
設
営
、
含
翠
堂
を

先
駆
と
す
る
、
三
星
屋
武
右
衛
門
（
中
村
重
事
）
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
（
富
永
芳

春
）
船
橋
屋
四
郎
右
衛
門
（
長
崎
克
之
）
備
前
屋
吉
兵
衛
（
吉
田
膳
立
）
鴻
池
又
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四
郎
（
山
中
宗
古
）
の
五
同
志
に
よ
る
懐
徳
堂
（
公
許
　
享
保
十
一
年
）
の
創

建
、
江
戸
期
に
見
る
こ
れ
ら
の
創
建
は
大
坂
の
都
市
の
骨
格
そ
の
も
の
を
現
わ
し

て
い
る
。
町
人
の
進
取
、
自
立
の
精
神
が
育
ま
れ
、
大
坂
は
、
経
済
、
芸
能
、
学

問
を
も
っ
て
な
す
都
市
の
繁
栄
を
築
く
。

　
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
こ
の
大
坂
の
繁
栄
は
、
江
戸
期
に
み
る
日
本
の
特
異
な
国

家
の
な
り
た
ち
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
経
済
力
、

政
治
権
力
、
宗
教
的
精
神
的
権
威
と
い
う
国
家
を
成
り
立
た
せ
る
重
要
な
要
素
つ

ま
り
こ
れ
を
象
徴
す
る
商
人
、
幕
府
、
天
皇
の
居
場
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
坂
、

江
戸
、
京
都
と
い
う
三
つ
の
都
市
に
分
散
す
る
。
大
坂
の
町
人
は
物
流
の
集
散
地

の
拠
点
権
益
、
と
り
わ
け
米
相
場
に
よ
る
経
済
力
を
背
景
に
し
て
、
政
治
権
力
、

宗
教
的
権
威
か
ら
距
離
を
置
く
自
由
な
精
神
を
都
市
に
お
い
て
得
る
。
将
軍
綱
吉

が
官
学
の
府
と
し
て
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
年
）
に
設
立
す
る
昌
平
坂
学
問
所

（
湯
島
聖
堂
）
に
た
い
す
る
懐
徳
堂
の
存
在
は
、
こ
の
大
坂
の
精
神
を
端
的
に
語

っ
て
い
る
。

大
坂
の
学

　
大
坂
の
学
を
考
え
て
み
る
と
き
、
こ
れ
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
当
時
の
江
戸

の
学
と
そ
の
後
の
い
わ
ゆ
る
「
お
雇
い
外
国
人
」
に
よ
る
明
治
の
学
が
挙
げ
ら
れ

る
。
昌
平
坂
学
問
所
（
湯
島
聖
堂
）
に
象
徴
さ
れ
る
江
戸
の
学
は
幕
藩
体
制
の
擁

護
を
目
的
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
荻
生
祖
棟
の
古
文
辞
学
と
懐
徳
堂
に
お
け

る
格
物
致
知
の
思
想
を
挙
げ
て
、
両
者
の
学
の
違
い
を
明
瞭
に
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
お
雇
い
外
国
人
を
通
し
て
移
植
さ
れ
る
明
治
の
学
と
の
比
較
を
試
み
、
大
坂
の

学
の
独
自
の
意
義
を
考
え
て
み
る
。

　
大
坂
の
学
の
系
譜
を
辿
っ
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の

先
駆
を
な
す
郷
学
の
含
翠
堂
（
平
野
一
七
一
二
～
一
八
七
二
）
は
寺
子
屋
と
藩
校

の
中
間
を
な
す
と
さ
れ
る
（
湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
草
堂
事
典
』
大
阪
大
学
出
版
会
）
。

こ
れ
を
先
例
に
し
て
享
保
九
年
、
当
時
の
尼
崎
一
丁
目
に
設
立
さ
れ
る
懐
徳
堂

は
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
⊥
ハ
）
江
戸
幕
府
の
官
許
を
得
る
。
さ
ら
に
、
遡
る
元

禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
『
万
葉
代
匠
記
』
を
著
す
国
学
者
・
歌
人
の
契
沖
（
一
六

四
〇
1
一
七
〇
一
）
の
学
の
事
績
を
こ
こ
に
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
懐
徳
堂
は
先
に
述
べ
た
五
同
志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
学
主
に
三
宅
冷
評
を
迎

え
、
預
か
り
人
を
中
井
楚
庵
、
助
教
を
五
井
蘭
洲
と
し
て
発
足
す
る
。
こ
の
あ

と
、
中
井
竹
山
（
一
七
三
〇
1
一
八
〇
四
）
は
弟
の
履
軒
と
と
も
に
五
井
蘭
洲
に

師
事
し
て
、
色
黒
堂
の
預
か
り
人
か
ら
、
第
四
代
倉
主
に
就
い
て
そ
の
黄
金
期
を

築
い
た
と
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
北
堀
江
で
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
木
村
兼
葭
堂
（
一
七
三
六
－
一
八
〇

二
）
は
書
、
画
、
地
図
、
中
国
や
西
洋
の
器
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
名
高
く
、
か

れ
の
も
と
に
多
く
の
文
人
、
墨
客
が
訪
れ
て
い
る
。
（
参
：
大
阪
市
の
歴
史
大
阪

市
史
編
纂
所
編
　
一
九
九
九
創
元
社
）
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
木
村
兼
葭
堂
の

知
的
博
物
学
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
事
物
の
体
系
と
そ
の
相
対
的
価
値
を
示
し

て
い
る
。

　
こ
の
点
に
立
て
ば
、
か
れ
の
こ
の
博
物
学
は
事
物
の
理
性
的
把
握
を
示
し
て
お

り
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
み
る
デ
ィ
ド
ロ
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
ら
の
「
百
科
全
書

派
」
に
通
じ
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
通
し
た
人
間
の
交
流
は
、
ま
さ

に
西
洋
の
サ
ロ
ン
に
見
る
精
神
を
思
わ
せ
る
。
要
す
る
に
、
木
村
新
誌
堂
は
知
の

人
間
社
会
的
意
義
を
い
う
分
け
で
あ
り
、
十
八
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
こ
の
知
の

存
在
は
驚
く
べ
き
先
駆
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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き
つ
き
は
ん

　
豊
後
国
杵
築
藩
を
脱
藩
し
天
文
学
を
志
し
た
麻
田
剛
立
は
中
井
逸
才
の
水
哉
館

に
か
く
ま
わ
れ
る
。
麻
田
戸
立
は
天
文
学
爪
先
事
館
を
ひ
ら
く
。
か
れ
の
天
文
学

は
、
山
片
幡
桃
や
間
長
涯
へ
と
引
き
継
が
れ
る
。
羨
門
涯
と
小
石
元
俊
は
大
坂
の

蘭
学
を
確
か
な
も
の
に
す
べ
く
、
傘
屋
の
紋
書
き
職
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
橋
本
宗

吉
の
向
学
心
に
目
を
向
け
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
直
に
読
め
る
後
継
者
に
育
て
る
。
蘭

学
塾
「
綜
漢
画
」
を
ひ
ら
く
橋
本
宗
吉
は
後
に
大
坂
蘭
学
の
始
祖
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
綜
漢
堂
に
学
ん
だ
中
天
游
は
自
ら
ま
た
「
思
々
青
鷺
」
を
ひ
ら
く
。

　
緒
方
洪
庵
は
中
天
游
の
こ
の
思
々
斎
塾
に
入
門
し
て
い
る
。
天
保
九
年
目
一
八

三
八
）
洪
庵
も
ま
た
自
ら
適
々
斎
塾
（
適
塾
）
を
構
え
る
。
福
沢
諭
吉
が
故
郷
の

豊
前
国
中
津
藩
を
脱
し
て
緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
入
る
の
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五

五
）
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
適
塾
か
ら
福
沢
諭
吉
の
ほ
か
、
陸
軍
の
創
立
者
と
い

わ
れ
る
大
村
益
次
郎
、
日
本
赤
十
字
社
（
博
愛
社
）
を
創
立
す
る
佐
野
常
民
な

ど
、
近
代
日
本
を
拓
く
有
為
の
士
が
育
つ
。

富
永
仲
基

　
富
永
仲
基
（
一
七
一
五
－
一
七
四
六
）
は
、
懐
徳
堂
五
同
志
の
一
人
道
明
寺
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
き
な
　
　
ふ
み

吉
左
衛
門
と
二
度
目
の
妻
言
意
の
第
一
子
と
し
て
生
ま
れ
、
「
翁
の
文
」
（
一
七
四

　
　
　
し
ゅ
つ
じ
ょ
う
ご
ご

六
）
、
「
出
定
後
合
」
を
著
す
。
か
れ
は
「
翁
の
文
」
の
な
か
で
神
道
で
も
な
く
仏

教
で
も
な
く
儒
教
で
も
な
い
「
誠
の
道
」
を
云
う
。
以
下
は
、
こ
れ
を
説
明
し
た

部
分
の
抜
粋
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
人
も
こ
れ
を
憎
み
、
自
分
も
こ
こ
ろ

よ
く
な
く
、
も
の
ご
と
に
支
障
が
ふ
え
て
順
調
に
ゆ
か
な
い
こ
と
ば
か
り
が

多
く
な
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
こ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
、
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
人
の
な
す
べ
き
と
こ
ろ
が
ら
出
て
来
た
の
が
、
こ

の
誠
の
道
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
は
、
人
が
と
く
に
頭
を
ひ
ね
っ
て
、
か
り

に
作
り
出
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
今
の
世
に
生
ま
れ
出
て
、

そ
れ
が
人
間
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
な
ら
ば
、
た
と
え
三
教
を
学
ん
だ
人
だ

と
い
っ
て
も
、
こ
の
誠
の
道
を
す
て
て
、
一
日
と
し
て
人
間
ら
し
く
生
き
る

こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

（『

x
永
仲
基
　
石
田
梅
若
』
責
任
編
集
　
加
藤
周
一
　
昭
和
五
十
七
年
　
中
央
公
論
社
）

　
人
間
の
知
の
盲
点
を
突
く
思
想
が
み
ご
と
に
語
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
は
神
・
儒

・
仏
の
三
教
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
仏
道
の
特
徴
は
、
幻
術
で
あ
る
。
幻
術
と
い

　
　
　
　
　
　
い
つ
な

う
の
は
、
今
の
飯
縄
の
こ
と
で
あ
る
。
」
「
儒
者
の
特
徴
は
、
文
辞
で
あ
る
。
文
辞

と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
今
の
弁
舌
の
こ
と
で
あ
る
。
」
「
神
道
の
特
徴
は
、
神
秘

・
秘
伝
・
伝
授
と
い
っ
て
、
た
だ
物
を
か
く
し
て
ば
か
り
い
る
こ
と
で
あ
る
。
」

こ
の
三
教
に
誠
の
道
は
な
い
と
彼
は
云
う
の
で
あ
る
。
富
永
仲
基
の
没
後
二
年
、

一
七
四
八
年
山
片
婚
桃
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
富
永
仲
基
に
よ
れ
ば
「
誠
の
道
」
は
「
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
人
の
な
す
べ
き
と

こ
ろ
が
ら
出
て
来
た
」
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
遡
る
十
七
世
紀
、
パ
ス
カ
ル
（
一

六
二
三
－
一
⊥
ハ
六
二
）
は
『
パ
ン
セ
』
（
死
後
一
六
七
〇
年
刊
）
の
な
か
で
「
オ

ネ
ト
ム
」
（
真
人
間
の
意
味
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
オ
ネ
ト
ム
（
真
人
間
）
1
「
か
れ
は
数
学
者
だ
」
と
か
、
「
説
教
者
だ
」

と
か
、
「
雄
弁
家
だ
」
と
か
（
言
わ
れ
）
な
い
で
、
た
だ
「
か
れ
は
オ
ネ
ト

ム
（
真
人
間
）
だ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
パ
ス
カ
ル
瞑
想
録
　
由
紀
康
訳
　
一
九
七
六
年
）

　
パ
ス
カ
ル
の
オ
ネ
ト
ム
が
社
交
に
お
け
る
人
間
像
を
い
う
に
対
し
、
富
永
仲
基

の
「
誠
の
道
」
は
よ
り
内
面
的
な
精
神
性
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
と
し
て
も
、
パ

ス
カ
ル
の
そ
の
こ
と
ば
は
「
誠
の
道
は
人
が
と
く
に
頭
を
ひ
ね
っ
て
、
か
り
に
作

り
出
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
」
と
云
う
富
永
仲
基
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
重
な

っ
て
い
る
。

　
大
坂
の
学
の
系
譜
に
み
る
人
間
の
近
代
的
な
意
味
が
こ
こ
に
明
瞭
に
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
そ
の
思
想
の
急
進
性
ゆ
え
に
富
永
仲
基
は
破
門
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
か
し
ょ
こ
く

三
軒
「
華
三
国
」

　
履
軒
（
一
七
三
ニ
ー
一
八
一
七
）
は
一
七
八
○
年
に
転
居
し
た
自
身
の
住
居
の

　
　
　
　
か
し
ょ
こ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
ょ
こ
く

扁
額
に
「
華
胃
国
門
」
の
文
字
を
書
い
て
い
る
。
「
華
三
国
」
と
い
う
の
は
、
『
懐

徳
堂
事
典
』
（
湯
浅
邦
弘
編
著
　
二
〇
〇
一
　
大
阪
大
学
出
版
会
）
に
よ
れ
ば
、

「
中
国
の
伝
説
的
な
皇
帝
で
あ
っ
た
黄
帝
が
夢
の
中
で
遊
ん
だ
と
い
う
理
想
国

で
、
そ
こ
で
は
身
分
の
上
下
が
な
く
、
民
に
は
愛
憎
の
心
が
な
く
、
利
害
の
対
立

も
な
く
、
自
然
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
」
そ
の
理
想
の
国
の
こ
と
で
あ
る
。

　
時
代
を
お
お
よ
そ
三
百
年
遡
っ
て
み
る
と
、
池
塘
が
自
ら
住
居
に
掲
げ
る
こ
の

扁
額
に
似
た
も
の
と
し
て
、
銀
閣
寺
東
求
堂
の
扁
額
「
同
仁
斎
」
を
こ
こ
に
挙
げ

て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
銀
閣
寺
東
求
堂
は
一
四
八
⊥
ハ
年
足
利
義
政
に
よ
っ
て
造

ら
れ
て
い
る
。
四
畳
半
の
そ
の
端
正
な
室
は
、
書
院
造
り
や
茶
室
の
起
源
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
重
要
な
日
本
建
築
の
遺
構
で
あ
る
。

　
こ
の
四
畳
半
の
室
の
精
神
を
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
扁
額
「
同
仁
斎
」
が
現
わ
し

て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
斎
（
室
）
は
同
じ
仁
（
慈
し
み
）
を
も
っ
て
座
す
所
な
の

で
あ
る
。
足
利
義
政
に
よ
る
「
同
仁
斎
」
が
茶
室
の
源
流
を
な
す
と
い
う
解
釈

は
、
扁
額
が
表
現
す
る
そ
の
室
の
意
味
を
考
え
て
み
れ
ば
、
う
な
ず
け
る
。

　
同
仁
斎
に
み
る
精
神
性
は
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
い
え
ば
対
面
的
な
人
間
の
情

感
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
情
感
つ
ま
り
王
朝
の
歌
論
を
継
承
す
る
東
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ょ
こ
く

文
化
に
た
い
し
て
、
中
井
履
軒
の
扁
額
「
華
胃
国
門
」
は
そ
れ
と
は
違
っ
た
意
味

を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
仁
斎
が
一
つ
の
室
で
あ
る
に
た
い
し
て
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ょ
こ
く

い
わ
ば
「
国
」
で
あ
り
、
よ
り
概
念
的
な
社
会
論
を
中
井
履
軒
の
扁
額
「
華
客
国

門
」
は
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
近
世
大
坂
が
生
み
出
し
た
文
化
の
新
た
な
意
義
が
浮
か
び
上
が
る
。
情
感
的
東

山
文
化
を
継
承
す
る
町
衆
に
た
い
し
て
、
近
世
大
坂
の
町
人
は
自
身
の
文
化
の
起

源
を
よ
り
明
確
に
理
知
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

山
片
山
桃
『
夢
の
代
』

　
山
片
幡
桃
は
『
夢
の
代
』
を
遺
す
。
か
れ
は
そ
の
な
か
で
つ
ぎ
の
こ
と
を
書
い

て
い
る
。

　
「
か
な
ら
ず
し
も
『
論
語
』
『
中
庸
』
『
孟
子
』
以
外
の
本
に
出
て
い
る
孔
子
の

言
語
を
本
当
の
孔
子
の
こ
と
ば
と
し
て
信
ず
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
る
に
こ
れ
を

取
捨
す
る
規
準
は
そ
も
そ
も
自
分
の
賢
明
さ
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
悪
い
語
は
、
た
と
い
孔
子
の
こ
と
ば
で
あ
っ
て
も
と
る
べ
き
で
は
な
い
。
い
や

し
く
も
善
言
で
あ
っ
た
ら
、
そ
の
人
に
か
か
わ
り
な
く
そ
の
語
を
と
る
べ
き
で
あ

る
。
ど
う
し
て
人
を
も
っ
て
言
を
廃
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
よ
う
か
。
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と
り
わ
け
鬼
神
の
こ
と
を
い
お
う
と
す
る
と
き
に
、
か
な
ら
ず
ま
ず
そ
の
こ
と

ば
の
冒
頭
に
〈
孔
子
曰
く
〉
と
い
う
こ
と
を
く
っ
つ
け
る
の
が
、
戦
国
以
後
の
風

俗
で
あ
る
。
そ
の
託
す
る
言
語
が
あ
れ
ば
、
ひ
た
す
ら
に
た
だ
こ
れ
を
信
じ
て
こ

の
正
し
さ
を
主
張
す
る
。
祖
裸
氏
の
〈
先
王
の
法
言
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
あ
え
て
い

わ
ず
〉
の
類
の
ご
と
き
で
あ
る
。
」
（
『
山
片
幡
桃
海
保
青
陵
』
責
任
編
集
源
了
圓

　
一
九
九
七
年
　
中
央
公
論
社
）

　
文
献
に
お
け
る
孔
子
の
こ
と
ば
の
真
偽
を
は
か
っ
て
山
片
幡
桃
は
「
こ
れ
を
取

捨
す
る
規
準
は
そ
も
そ
も
自
分
の
賢
明
さ
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
云
う
。
権
威

へ
の
盲
従
を
断
固
と
し
て
斥
け
る
幡
桃
の
知
が
こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
「
天
地
山
川
に
、
も
と
よ
り
鬼
は
存
在
し
な
い
」
と
か
れ
は
述
べ
る
。
鬼
神
に

た
い
す
る
質
問
に
答
え
て
か
れ
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
言
う
。
「
余
が
神
霊
な
し
、
と

い
う
の
は
、
不
敬
に
似
て
い
る
が
、
実
際
は
敬
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
鬼
神

が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
人
を
見
る
と
、
み
な
求
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
阿
聾
す
る
の

で
あ
っ
て
、
敬
に
似
て
実
は
不
敬
で
あ
る
。
」

　
鬼
神
は
冷
静
な
理
知
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
知
の
世
界
は
無
辺
の

天
地
自
然
に
至
る
。

　
「
お
よ
そ
致
知
格
物
の
大
な
る
も
の
は
、
天
学
で
あ
ろ
う
。
た
い
て
い
理
を
究

め
性
を
尽
く
す
こ
と
に
お
い
て
、
そ
の
極
点
に
い
た
る
こ
と
が
多
い
が
、
天
地
の

大
な
る
、
ど
う
し
て
こ
れ
を
究
め
つ
く
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
日
々
月
々
歳
々

に
、
究
め
つ
く
そ
う
と
努
力
し
て
も
、
理
を
究
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
」
か
れ
は
こ
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
お
よ
そ
国
土
が
あ
っ
て
の
ち
人
が
あ
る
、
人
が
あ
っ
て
の
ち
君
が
あ
る
。
こ

れ
が
順
で
あ
る
。
君
が
あ
っ
て
の
ち
人
が
あ
る
、
人
が
あ
っ
て
の
ち
国
土
が
あ
る

と
い
う
の
は
、
子
が
あ
っ
て
の
ち
父
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
れ
は
逆

で
あ
る
。
順
は
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
逆
は
あ
る
ま
じ
き
こ
と
で
あ
る
。

代
の
巻
は
逆
で
あ
る
。
…
…
」
幡
桃
の
有
名
な
日
本
紀
批
判
で
あ
る
。

　
　
「
歌
に
死
し
た
る
跡
に
て

地
獄
な
し
極
楽
も
な
し
我
も
な
し

ま
た
神
仏
化
物
も
な
し
世
の
中
に

す
べ
て
神

た
だ
有
物
は
人
と
万
物

奇
妙
不
思
議
の
事
は
な
を
な
し
」

山
片
婚
桃
は
こ
の
句
を
遺
し
て
没
す
る
。

荻
生
祖
侠

　
懐
徳
堂
に
み
る
大
坂
の
学
が
対
決
し
た
の
が
荻
生
祖
律
の
学
で
あ
る
。
と
り
わ

け
五
井
諸
腰
の
『
非
物
上
』
は
荻
生
租
棟
の
『
論
語
徴
』
を
真
っ
向
か
ら
批
判
し

た
も
の
と
し
て
名
高
く
、
蘭
州
の
並
々
な
ら
ぬ
学
の
護
持
が
明
瞭
に
さ
れ
て
い

る
。　

荻
生
租
棟
（
一
六
六
六
－
一
七
二
八
　
享
保
十
三
年
）
は
『
羊
雲
』
の
な
か
で

つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
先
王
の
道
」
は
、
先
王
が
創
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
地
自
然
の
ま
ま

の
「
道
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
先
王
は
聡
明
・
英
知
の
徳
を
持
つ

こ
と
か
ら
、
天
命
を
受
け
、
天
下
に
王
と
し
て
の
ぞ
ん
だ
。
そ
の
心
は
ひ
と

え
に
天
下
を
安
泰
に
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
た
の
で
、
精
神
を
使
い
は

た
し
、
知
恵
の
限
り
を
尽
く
し
て
、
こ
の
「
道
」
を
作
り
あ
げ
、
天
下
後
世

の
人
々
を
こ
れ
に
よ
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
の
だ
。
天
地
自
然
の
ま
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ま
に
「
道
」
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
、
決
し
て
な
い
。
（
後
略
）

　
先
王
の
聡
明
・
英
知
の
徳
は
、
生
ま
れ
つ
き
天
か
ら
授
け
ら
れ
て
お
り
、

凡
人
が
及
び
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
古
代
で
は
、
学
問
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
聖
人
と
な
る
と
い
う
説
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
先
王
の
徳
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
美
点
を
兼
備
し
て
お
り
、
名
称
を
つ
け
が

た
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
聖
」
と
命
名
し
た
の
は
、
そ
の
創
造
の
一

部
に
目
を
つ
け
た
に
す
ぎ
な
い
。
（
後
略
）

　
先
王
の
「
道
」
は
、
す
べ
て
が
天
を
敬
い
鬼
神
を
敬
う
こ
と
に
も
と
づ
い

て
い
る
。
そ
れ
は
仁
を
主
と
す
る
が
た
め
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ

ろ
が
後
世
の
儒
者
は
知
を
尊
重
し
、
物
の
理
を
窮
め
る
こ
と
に
努
力
し
た
の

で
、
先
王
・
孔
子
の
「
道
」
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
理
を
窮
め
る
こ
と
の
弊
害
は
、
天
も
鬼
神
も
い
ず
れ
も
畏
れ
る
に
足
ら
ぬ

も
の
と
し
、
自
分
が
傲
然
と
し
て
天
地
の
間
に
た
だ
一
人
立
つ
と
思
う
と
こ

ろ
に
あ
る
。
こ
れ
が
後
世
の
儒
者
に
共
通
の
欠
陥
で
あ
り
、
天
上
天
下
唯
我

独
尊
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
（
後
略
）

　
思
う
に
先
王
の
教
え
は
、
具
体
的
な
物
に
よ
っ
て
お
り
、
抽
象
的
な
理
論

に
は
よ
ら
な
か
っ
た
。
物
に
よ
っ
て
教
え
る
と
き
は
、
も
の
ご
と
自
体
に
即

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
理
論
に
よ
っ
て
教
え
る
と
き
は
、
言
葉
が
詳
細
に
な
る
。

…
…
ぜ
ひ
と
も
も
の
ご
と
に
即
し
て
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
う
し
て
こ
そ

ほ
ん
と
う
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
言
葉
の
力
を
借
り
る
ま
で
も
な

い
。
言
葉
で
表
現
で
き
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
理
論
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
し
、

し
か
も
自
身
は
も
の
ご
と
に
即
し
て
い
な
い
ま
ま
、
空
論
の
う
ち
に
は
っ
き

り
さ
せ
た
と
し
て
も
、
深
く
わ
か
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
。

　
租
棟
は
ま
た
『
盛
名
』

　
「
聖
」
と
は
「
作
る
者

で
あ
る
。

に
お
い
て
つ
ぎ
の
こ
と
を
云
う
。

（
制
度
・
文
物
を
制
作
し
た
人
）
」

に
つ
け
ら
れ
た
名
称

　
そ
も
そ
も
天
と
は
、
知
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
聖
人
は
天
を
畏

れ
た
た
め
、
「
天
命
を
知
る
（
『
論
語
』
尭
日
）
と
の
み
言
い
、
「
自
分
を
知

る
も
の
は
天
で
あ
ろ
う
か
」
（
『
論
語
』
憲
問
）
と
言
っ
た
が
、
「
天
を
知
る
」

と
言
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
尊
敬
の
極
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（『

ﾙ
名
』
：
租
棟
没
後
、
元
文
二
年
、
一
七
三
七
年
　
刊
行
。
『
弁
道
』
一
巻
末
尾
：

享
保
二
年
七
月
満
月
（
十
五
日
）
脱
稿
　
～
荻
生
祖
僚
『
弁
慶
』
『
県
名
』
責
任
編
集

　
尾
藤
正
英
　
中
央
公
論
社
　
昭
和
五
十
七
年
に
よ
る
。
）

　
祖
棟
は
云
う
。
「
先
王
の
〈
道
〉
は
、
す
べ
て
が
天
を
敬
い
鬼
神
を
敬
う
こ
と

に
も
と
づ
い
て
い
る
。
（
中
略
）
理
を
窮
め
る
こ
と
の
弊
害
は
、
天
も
鬼
神
も
い

ず
れ
も
畏
れ
る
に
足
ら
ぬ
も
の
と
し
、
自
分
が
傲
然
と
し
て
天
地
の
問
に
た
だ
一

人
立
つ
と
思
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
が
後
世
の
儒
者
に
共
通
の
欠
陥
で
あ
り
、

天
上
天
下
唯
我
独
尊
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
」

　
こ
れ
に
た
い
し
、
幡
桃
は
「
天
地
山
川
に
、
も
と
よ
り
鬼
は
存
在
し
な
い
」
と

し
、
「
お
よ
そ
国
土
が
あ
っ
て
の
ち
人
が
あ
る
、
人
が
あ
っ
て
の
ち
君
が
あ
る
。

こ
れ
が
順
で
あ
る
。
君
が
あ
っ
て
の
ち
人
が
あ
る
、
人
が
あ
っ
て
の
ち
国
土
が
あ

る
と
い
う
の
は
、
子
が
あ
っ
て
の
ち
父
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
れ
は

逆
で
あ
る
。
順
は
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
逆
は
あ
る
ま
じ
き
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。

　
鬼
神
を
め
ぐ
る
山
片
幡
桃
と
荻
生
祖
棟
の
考
え
方
は
、
懐
徳
堂
の
系
譜
に
お
け



32

@
　
る
大
坂
の
学
の
何
た
る
か
を
明
瞭
に
語
っ
て
い
る
。

大坂の学

お
雇
い
外
国
人

ア
ー
ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ

　
　
　
　
　
（
一
八
九
四
－
一
九
＝
二
）

　
梅
渓
昇
氏
は
著
『
お
雇
い
外
国
人
』
（
二
〇
〇
七
年
　
講
談
社
学
術
文
庫
）

な
か
で
「
ベ
ル
ツ
の
日
記
」
の
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
抜
粋
で
あ
る
。

の

　
余
は
単
に
行
為
の
み
な
ら
ず
、
又
助
言
を
も
っ
て
日
本
人
と
協
力
す
る
事

に
、
余
等
量
人
教
師
の
重
大
な
る
使
命
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ

の
為
に
必
要
な
事
は
、
余
等
欧
人
教
師
は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
化
を
こ
の
地
に
移
植
す
る
の
み
で
は
無
く
、
先
ず
日
本
文
化
域
に
存
す

る
価
値
多
き
も
の
を
検
出
し
、
（
中
略
）
現
在
と
未
来
の
甚
だ
急
激
に
変
化

せ
る
必
要
に
適
合
す
る
様
に
為
す
こ
と
で
あ
る
。
（
中
略
）
今
日
の
日
本
人

は
（
中
略
）
過
去
に
引
け
目
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
新
興
日

本
人
に
と
り
、
ど
こ
ま
で
も
重
要
な
る
事
は
、
新
奇
の
従
来
に
見
な
い
施
設

・
制
度
を
賞
讃
す
る
と
同
様
に
、
自
ら
の
古
代
文
化
の
真
に
合
理
的
な
る
も

の
を
尊
敬
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
＝
八
七
六
年
（
明
治
九
）
年
十
月
二
十
五

日
」
の
条
）

　
余
は
一
事
の
み
指
摘
し
た
い
。
（
中
略
）
私
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
日
本

人
は
し
ば
し
ば
西
欧
学
術
の
発
生
と
本
態
と
に
関
し
、
誤
れ
る
見
解
を
懐
き

居
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
学
問
を
目
し
て
一
の
機
械
と
な
し
、
年
が
ら

年
中
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
お
び
た
だ
し
い
仕
事
を
さ
せ
、
ま
た
無
制
限
に

ど
こ
へ
で
も
運
搬
し
、
そ
こ
に
て
働
か
し
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
西
欧
の
学
界
は
機
械
に
非
ず
、
一
の
有
機
体

に
し
て
、
他
の
す
べ
て
の
有
機
体
と
等
し
く
そ
の
繁
殖
に
は
一
定
の
気
候
、

一
定
の
雰
囲
気
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
西
欧
の
学
問
的
雰
囲
気
も

ま
た
、
宇
宙
と
地
球
と
の
謎
の
解
明
に
わ
き
目
も
振
ら
ざ
る
無
数
の
傑
出
せ

る
学
者
が
幾
千
年
努
力
の
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
ば
ら
の
道
に
し
て
、

（
中
略
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
到
る
と
こ
ろ
肌
身
離
さ
ず
世
界
の
端
ま
で
も
携

え
て
行
く
精
神
で
あ
る
。
（
梅
漢
昇
『
お
雇
い
外
国
人
』
所
収
「
ベ
ル
ツ
の
日
記
」

祝
賀
会
で
の
演
説
＝
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
十
一
月
二
十
二
日
」
の
条
）

＊
団
毫
ぎ
く
8
0
d
琶
N
“
（
一
八
九
四
生
　
独
　
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
）
、
医
学
　
明
治

九
年
六
月
　
東
京
医
学
校
に
招
聰
、
来
日
　
生
理
学
・
病
理
学
講
師

　
ベ
ル
ツ
は
富
国
強
兵
を
焦
眉
の
課
題
と
し
て
西
洋
文
明
の
導
入
を
は
か
る
明
治

政
府
の
性
急
な
扱
い
に
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。
焦
燥
感
を
さ
え
滲
ま
せ
る
こ
の
西

洋
の
学
問
の
導
入
は
、
畢
寛
、
利
的
に
応
用
さ
れ
、
技
術
的
な
も
の
に
な
る
。
学

問
本
来
の
精
神
た
る
人
間
的
意
味
は
ほ
と
ん
ど
不
問
に
帰
さ
れ
る
。
ベ
ル
ツ
は
こ

の
こ
と
を
云
う
わ
け
で
あ
る
。

鴎
外
（
一
八
六
二
i
一
九
二
二
）
「
妄
想
」
（
明
治
四
＋
四
年
）

　
鴎
外
（
一
八
六
ニ
ー
一
九
二
二
）
が
明
治
四
十
四
年
三
月
「
三
田
文
学
」
に
発

表
す
る
「
妄
想
」
は
明
治
の
学
に
存
在
し
た
あ
る
空
白
感
を
表
白
し
て
い
る
。
そ

の
抜
粋
で
あ
る
。

生
ま
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
自
分
は
何
を
し
て
い
る
か
。
始
終
何
物
か
に



む
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く
せ
く

策
う
た
れ
駆
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
学
問
と
い
う
こ
と
に
醒
齪
し
て
い
る
。
こ

れ
は
自
分
に
或
る
働
き
が
出
来
る
よ
う
に
、
自
分
を
為
上
げ
る
の
だ
と
思
っ

て
い
る
。
そ
の
目
的
は
幾
分
か
達
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
自
分

の
し
て
い
る
事
は
、
役
者
が
舞
台
へ
出
て
負
る
役
を
勤
め
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
勤
め
て
い
る
役
の
背
後
に
、
別
の
何
物
か
が

存
在
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
幸
う
た
れ
駆
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
か
く

で
ば
か
り
い
る
斜
め
に
、
そ
の
何
物
か
が
醒
覚
す
る
暇
が
な
い
よ
う
に
感
ぜ

ら
れ
る
。
勉
強
す
る
子
供
か
ら
、
勉
強
す
る
学
校
生
徒
、
勉
強
す
る
官
吏
、

勉
強
す
る
留
学
生
と
い
う
の
が
、
皆
そ
の
役
で
あ
る
。
赤
く
里
…
く
塗
ら
れ
て

い
る
顔
を
い
っ
か
洗
っ
て
、
一
寸
舞
台
か
ら
降
り
て
、
静
か
に
自
分
と
い
う

も
の
を
考
え
て
み
た
い
。
背
後
の
何
物
か
の
面
目
を
覗
い
て
見
た
い
と
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ち

思
い
し
な
が
ら
、
舞
台
監
督
の
鞭
を
背
中
に
受
け
て
、
役
か
ら
役
を
勤
め
続

け
て
い
る
。
こ
の
役
が
す
な
わ
ち
生
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
背
後
に
あ
る

或
る
物
が
真
の
生
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ
る
。

も
の
を
も
つ
。
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一
身
を
明
治
に
捧
げ
た
鴎
外
の
寂
蓼
が
こ
こ
に
綴
ら
れ
る
。

　
フ
ル
ペ
ッ
キ
（
オ
ラ
ン
ダ
系
ア
メ
リ
カ
人
）
は
「
学
制
」
制
定
（
明
治
五
年
）

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
明
治
の
学
は
富
国
強
兵
を
目
ざ
す
。
分
化
し
た
そ
の

学
は
約
す
れ
ば
技
術
的
専
門
的
な
も
の
に
な
る
。

　
明
治
の
性
急
な
ま
で
の
や
む
を
得
ざ
る
実
利
性
は
学
問
本
来
の
精
神
を
等
閑
に

し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
近
世
大
坂
の
学
が
も
つ
真

の
意
義
が
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
学
は
、
人
間
の
生

　
さ
ま

き
様
、
全
人
格
的
な
人
間
の
生
そ
の
も
の
と
し
て
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
近
世
大
坂
の
学
は
今
な
お
清
新
な
輝
き
を
も
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
迫
る


